
1．はじめに
道南技術士委員会では、1年を通じて様々な技術

情報の提供やセミナーや技術発表会の開催を通じ
て、相互技術の研鑽と地域ネットワークの成長に取
り組んでおります。
本報告では「新年技術発表会」をテーマに、当年中

の技術的な取り組みについて技術発表会を開催しま
したので、内容について紹介いたします。
年度末の忙しい時期にもかかわらず、研修会には

29名が参加しました。
[第 5回 CPD研修会「新年技術発表会」]
日時 2025年 2月 7日(金)14：00～ 17：00
場所 サン・リフレ函館 1F 中会議室
発表資格 技術士、技術士補
CPD付与ポイント 3.0 ポイント

2．技術研修会内容
本研修会では、4名のかたに習得技術の内容や、

研究、話題についてご提供頂きました。
1．『技術士のコンピテンシーについて』
発表者：金谷 英俊 技術士(建設部門)
はじめに、金谷氏は技術士のコンピテンシーにつ

いて発表を行い、技術士に求められる 8つの資質能
力について詳しく説明しました。特に、国際的に通
用するエンジニアとなるためにコンピテンシーが重
要であることを強調して発表されました。

1)技術士試験方法の変遷
技術士に求められるコンピテンシーとは資質能

力。つまり一定の技術士の資質を身につける必要が
あること。平成 30年度までの試験は必須科目が技
術部門全般にわたる専門知識、選択科目が専門知識
および応用能力、課題解決能力が問われていました。
令和元年度からは専門知識、応用能力、問題解決能
力、課題遂行能力などが必要となったことをご説明
されました。

2)コンピテンシーとは？その重要性
コンピテンシーには専門的学識、課題解決能力、

マネジメント評価、コミュニケーション、リーダー
シップ、技術者倫理、継続的な研鑽の 8項目にくわ
え、これらを満たすことが技術士の試験に合格し、
国際的に通用するエンジニアとしての地位を確立す
るために必要であるとご説明されました。
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図-1 令和元年度からの試験



また、コンピテンシーは、日常の業務の中で継続
的に身につけるべき能力であり、普段の業務におい
てコンピテンシーを意識し、実践することで、真の
専門家へと成長できるとお話されていました。

2．『私は若い頃これで技術士を頂きました ─レ
インボーブリッジのお話─』
発表者：澤村 秀治 技術士(建設部門)
はじめに、澤村氏はゼネコン時代にお関りになら

れたレインボーブリッジの壮大な建設プロジェクト
について、技術者の視点から生き生きと描き出し発
表されました。

1)建設の概要・現場周辺の環境と制約
首都高速道路網の一部として多くの技術的挑戦を

含む巨大な橋梁で、ご自身が所属されたチームが担
当した世界最大級のニューマチックケーソン工法を

用いてその基礎部分のお話しにくわえ、設計上の留
意点などご説明されました

2)ニューマチックケーソンについて
主塔とアンカレッジの基礎に世界最大級のニュー

マチックケーソンを使用し、ニューマチックケーソ
ン工法は圧縮空気とケーソンの重さを利用し、場合
によっては内部に水を入れて沈下を進める技術であ
るとご説明されました。施工箇所の海底地盤が軟弱
なため、ピンパイルを挿入し、ジャケット桟橋を設
置しました。掘削作業はケーソンショベルで行わ
れ、潜函病を防ぐため圧力管理が徹底されました。
マスコンクリートの温度ひび割れ防止対策は、低

発熱セメントとパイプクーリングが採用され、鉄筋
工事には特別なネジ式機械継ぎ手とD51 鉄筋が使
用されました。ケーソンはコンクリートと水で満た
され、主塔の立ち上げには高精度なフローティング
クレーンが使用されました。作業従事者の安全と精
確な施工管理のもとで進められたことをご説明され
ました。

3)技術士試験について
技術者としての情熱、イノベーションへの挑戦、

インフラ整備における使命感が感じられる内容でし
た。若手時代の経験を通じて、技術の本質、技術者
の矜持をお話されました。

3．『海藻資源を活用した地域振興の取組事例』
発表者：木下 康宣 技術士補(水産部門)
はじめに、木下氏は函館の昆布とダルスの特性を
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科学的に解明し、うま味の持続性や熱耐性、栄養価
の高さを明らかにした。海外展開を見据え、地域の
海藻資源の付加価値向上と後継者育成を目指す研究
ついて発表されました。

1)地域産業の概要
地域振興を考える上で、地域の産業構造を理解す

ることが極めて重要です。函館市では、水産業が盛
んで、多くの観光業や食料品製造業が発展していま
す。特に昆布やスルメイカが主要な資源となってい
ますが、近年ではイカの漁獲量が減少する一方、ブ
リの漁獲量が増加しているとご説明されました。

2)昆布の生産とその特性
函館市は日本一の昆布生産地ですが、その認知度

は意外に低いようです。これは歴史的背景があり、
函館の昆布が「昆布」と呼ばれる反面、「函館昆布」と
は通称されないからです。函館地区の昆布生産の最
大の特徴は、栽培により安定した供給量を保ってい
ることです。天然資源が減少している中、栽培昆布
の供給は重要な役割を果たしています。さらに、欧
米では健康志向の高まりから海藻が新しい資源とし
て認識され、昆布の利用価値が再確認されていると
ご説明されました。

3)昆布の特性と新しい資源「ダルス」
昆布のヌメヌメした成分は、旨味を長時間感じさ

せる効果があります。注目すべき海藻として「ダル
ス」が取り上げられました。ダルスは栄養価が高く、
「海のパセリ」とも呼ばれています。乾燥させたダル

スはサラダやビールのおつまみとして利用できま
す。

日本では産業利用の例が少なく、新しい利用方法
を模索する必要があります。レトルト食品への利用
可能性もありますが、紫外線に弱いという課題があ
ることをご説明されました。
ダルスのような新しい資源を活用することで、地

域産業の幅を広げ、より多くの市場に対応すること
ができるようになります。これにより、地域の持続
可能な発展が促進され、グローバルな視点からの経
済成長にも繋がることが期待されることをお話され
ました。

4．『新たな海藻の役割ブルーカーボン』
発表者：布村 重樹 技術士(建設部門)
布村氏はブルーカーボンについて発表し、海藻に

よる二酸化炭素固定化の可能性と、奥尻町での具体
的な取り組みについて発表されました。Jブルーク
レジット制度の利用方法と地域振興について詳しく
解説されました。

1)日本におけるブルーカーボンの現状
ブルーカーボンとは、海藻類やマングローブなど

の海洋生物が二酸化炭素を固定するプロセスのこと
です。グリーンカーボンは木材や森林による二酸化
炭素の固定を指し、ブルーカーボンは海洋生物によ
るもので、日本の海藻藻場は、二酸化炭素の貯留に
おいて重要であります。豊富な海藻藻場はブルー
カーボン吸収に大きく貢献しています。「J ブルー
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図-3 コンブの機能



クレジット」は港湾局が始めた制度で、昆布養殖事
業などを認定していることをご説明されました。

2)J ブルークレジット制度の詳細
ブルークレジットは令和 2 年に開始され、JP ブ

ルークレジット機関が審査・認証を行います。自然
の藻場の再生や昆布養殖が対象活動として認定され
ています。北海道では、日本製鉄と北海道沿岸がク
レジットを取得していることをご説明されました。

3)奥尻島でのブルーカーボン活動
奥尻島は脱炭素先行地域として認定され、サステ

ナブルアイランドとしてブルーカーボン活動が進め
られています。細目昆布の養殖試験やブランド化を
通じて、ブルーカーボンの認定を目指した取り組み
が行われていることをご説明されました。
ブルーカーボン活動には測定方法の改善や藻場の

再生が必要であり、種苗生産や昆布養殖の観光活用
などが計画されています。また、ブルーエコノミー

実現のプロジェクトも進行中とお話されました。

2023.7.16 にっぽん丸寄港時、特設ブースを設
け大盛況で、ホソメ昆布製品のほか、岩ノリがよく
売れていたとお話されました。

3．おわりに
イノベーションと技術の進歩により、新しいアプ

ローチで地域振興や持続可能な発展が促進されま
す。技術者の役割は、技術的課題だけでなく、社会
的課題にも対応することとメッセージを頂いたよう
に思えます。
最後に、ご多忙のなか、発表頂いた方々と研修会

の企画・準備を担当された皆様に、深くお礼を申し
上げます。
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写真-5 布村技術士(建設・森林・上下水道・総監)

図-4 J クレジット制度概要

図-5 海藻を活用したʠOKUSHIRI BLUEʡ

図-6 商品販売の様子




